い 靄が たちこめましょう —— と、 アナ ゥンサ ー はいつ 

たが、 そのと おりだ。 

しち 

朝靄の なかから 靴音が して、 霜 ふりと 力— キ ー 色の 

職工 服が 三々 五々 現れて は、 また 靄の なかに 消えて ゆ 

く。 僕 はそう いう 構図で 写真 を 撮りたい ばかりに、 こ 

ん なに 早く 橋の たもと に 立 つ ている ので ある。 

しょうてん ガラス 

レンズ . カバ ー をと つて、 焦点 硝子の 上に 落ちる 映 

像に しきりに レバ— を 動かせて いると、 誰か 僕のう し 

ろに ソッと 忍びよ つた 者の あるの を 意識した。 だが I 

焦点 硝子の 上に は、 橋の 向う から 突然 現れた 一 台の 



自動車が うつった。 緩々 とこつ ちへ 走って くる。 それ 

が 実に 奇妙な 形 だ つ た。 低い ボデ— の 上に 黒い 西洋 棺 

桶の ような ものが 載って いる。 そして 運転して いるの 

は 女だった。 気品の ある 鼻す じの 高い 悧巧そう な 顔 I 

I だが ヒス テリ— 的に 痩せぎ すの 女。 とにかく その 思 

いがけ ない スナップ 材料に、 僕 は おもいき リ 喰い 下 

がって、 遂に バシャンと シャツ タ ー を 切った。 

眼 を あげて、 そこ を通リ ゆく 奇妙な 荷物 を 積んだ 自 

しさ い ベッド 

動 車 をもう 一度 仔細に 観察した。 エンジン 床の 低い 

じちく 

ォ ー プン 自動車 を 操縦す るの は、 耳目の 整った わりに 

若く見える 三十 前の 女だった。 蠟 細工の ように 透きと 



すす 

「私 かネ、 わたし はこの 街に くっつい ている 煤みたい 

な 男で さあ」 

はぐき 

といって 彼 は 歯の ない 齦 を 見せて 笑った。 

「しかし ヒルミ 夫人の 冷蔵 鞫の ことに ついては、 この 

街 中で 誰よりも よく 知っている この 私で さあ。 香りの 

高い コー ヒ— 一杯と、 スイス 製の チ ー ズを つけた ト— 

ストと 引換えに、 私 は あの ヒルミ 夫人の 冷蔵 鞫 のなか 

に 何が 入つ ている か を 話して あげても いいんで すが 

ネ」 

J る 

そういって、 若い 男 は ブル ブル 慄 える 指 を、 紫色の 

下 S にも つてい つた。 



たか、 それ も ご存知な いのです か。 これから お話して 

ゆく うちに、 ひとりでに 分って きまし ようが、 なにし 

ろ ここ 五ケ 年の ヒルミ 夫人の 努力で、 普通に ゆけば 五 

十 年 は 充分 かかる という 進歩 を やり 上げて しま つたの 

ですから ネ。 まあ 政治的 文句 は それく らいに して、 事 

実談 にう つりましょう。 ちょっと 事実と は 信じられな 

いほ どの 奇怪なる 事件なん です よ」 

と、 若い 男 は ポッリ ポッリ と 語り だした。 —— - 

斯界の 最高 権威と なった ヒルミ 夫人 は、 一昨年つ い 

に 結婚 生活に 入った。 



その 三国一 の 花婿 さま は、 夫人より 五つ 下の 二十 五 

になる 若い 男だった。 それ は 或る 絹織物の 出る 北方の 

町に 知られた 金 持の 三男 だとい いふら されて いた。 誰 

も それ を 信じて いる。 ところが それ は 真 赤な 偽りな 

の だ。 それ を 証拠 だてる のに 甚だ 都合の よい 話が あ 

る。 ほんの 短い ェ ピソ— ド なの だが。 

それ は 一 昨年の 冬 二月の ことだった。 

或る 下町で、 物凄い 斬 込み 騒ぎが あった。 

双方と もに 死傷 十数 名と いう 激しい ものだった が、 

その外に、 運 わるく ft 杖 をく つて 斬り 倒された 「モニ 

力の 千 太郎」 という 街の 不良少年 があった。 白 塗りの 



たが、 厳重 だとい つても 病院の こと だから 抜け だす 道 

はいくら も ある。 まあ 仕方がな いという ことにな つた- 

そのうちに、 また 元の 古巣へ たちまわる にち がいな 

いから、 そのと きに 逮捕で きる だろうと、 警察で は 案 

外 落ちつい ていた。 

のち もと 

ところが その後 千太郎 は、 すこしも 元の 古巣へ 姿 を 

あらわさなかった。 警察で も 不審 を もち、 東京の 地 か 

わらじ 

ら 草鞋 を はいて 地方へ 出た のかと 思って、 それぞれに 

問い あわせて みたが、 千 太郎は どこに も 草鞋 をぬ いで 

いなかった。 そんな わけで、 モニカの 千 太郎は 愛用の 

ハ— モニカ 一 挺と ともに 失踪 人の 仲間に 入って し 



の 違いが 起った のであろう か。 その 答 は 簡単で ある。 

ヒルミ 夫人の 特別 研究室の うちで、 千 太 郎の顔 は 新し 

く 万 吉郎の 顔に 修整され てし まった ので ある。 それ こ 

か つきて き 

そ は ヒルミ 夫人の 劃期的な アルバイト、 田 内 整形外科 

術の 偉力に よる ものだった。 

「ヮタ クシ ハ予テ 世間 ニ於テ 人間 ノ美ト 醜 トニ ョル差 

別 待遇 ノ甚 ダシ イノ 二 大ナル 軽蔑 ヲ抱 ィテ イタ」 と 

しる 

ヒルミ 夫人 は その 論文に 記して いる。 「美人 ト不 美人 

トノ 相違 ノ 真髄 ハ#処 ニァリ ャト考 エル ノニ、 要スル 

二 夫 レハ主 トシ テ 眉目 ノ 立体幾何学 的 問題 二 在ル。 眉 

目ノ 寸法、 配列 等 ガ当ヲ 得 レバ 美人 トナ リ、 マ タ当ヲ 



秘密に 更に 快い 興奮 を 加えつつ、 翠帳紅 閨に枕 を 並 

ベて 比翼連理の 語ら いに 夜の 短 かさ を 嘆ず る ことと は 

なった。 

ヒルミ 夫人の 生活様式 は、 同棲 生活 を 機会と して、 

あつ 

全く 一 変して しまった。 彼女 は 篤き 学究で あつたが ゆ 

えに、 新しい 生活様式に ついても 超人的な 探求と 実行 

と を もって 臨み、 毎夜の ごとく 魂 を 忘れた る 人の よう 

と うす いきょ-つ ほうこ-つ 

に 底 しれぬ 深き 陶酔境 に 彷徨し つづける のであった。 

「 —— いくら 何でも、 これで は 生命が 続かない よ」 

きたん 

と、 いま は 心 臆した 若き 新郎が、 ひそかに 忌憚な き 

言葉 を はいた。 



と、 万 吉郎は 天井に 煙草の 煙 を ふきあげながら、 か 

すれた 声で 応えた。 

「まあ、 」 

夫人 は 鏡面 w J しに、 このところ ひどく 黄い ろく 萎び 

た 夫の 顔 を 眺めた。 だんだんと こみあげて くる 心配が、 

ヒ ル ミ 夫人 を百パ ァセ ントの 人妻から 次第 次第に 抜け 

ださせて いった。 そして 間もなく 彼女 は百パ アセント 

の ヒルミ 博士と なりき つ た。 

「ハ ハァ、 分りました」 と、 ヒルミ 夫人 は 胸 を 張リ鼻 

を ッンと 上に のばして いった。 それ は ヒルミ 夫人が 診 

察する とき 必ず 出す 癖であった。 「男性て、 ほんと に 



い 気持に、 昼寝 をして いたのに」 

万 吉郎は 呀ッと 叫んだ。 

石垣の 下から ヌッと 現れた その 顔 —— それ は ひと 目 

で それと 分る 若衆の 顔だった。 石垣の 下に は、 人 一人 

がゴ ロリと 横に なれる 狭い スぺ ー スが あるので あろう。 

石垣 をの ぼって きた 男に、 煙草 を 与えな どして、 万 

吉郎は 彼 を 自分の 横に 座らせた。 

「旦那、 なんか 腹の ふくれる もの は 持って ないかい」 

チヨ コレ— トで はどうであろう。 

棒 チョコ レ —， ^を嚙 る 若い 男と、 ボソ ポソと 取りと 

めない 話 をして いるう ちに、 思いがけなく 万 吉郎は 一 



わが 掌 中に しっかり 握って いると 信じて いたわが 

まこと 

夫 は、 はたして 真の 万吉郎 であろう か。 はたして 万 

吉郎 か、 それとも 万 吉郎を 模倣した 偽者 か。 

にゅうしん 

夫人 は 自らの 作り あげた 入神の技が、 かく も 自ら 

を 苦しめる ものと は 今の 今まで 考えなかった。 もし こ 

んな ことがあ ると 知っていたら、 もっと 不完全な 程度 

にと どめる のがよ かった。 神の 作りた まえる 人間と、 

寸分た がわぬ 模写 人間 を 作ろうと した ことが、 既に 神 

ぼうとく 

に対する 取り かえしの つかない 冒瀆 だった かも 知れな 

ヽ o 

レ 

まぶた 

ヒルミ 夫人の 瞼に、 二十 数年 この 方 跡 枯れて いた 



郎の 脳天 を 一 撃の もとに 打ち砕く 決心だった。 

しっぽ 

しかし 夫 は、 なかなか 尻尾 を 出さなかった。 尻尾 を 

出さない という こと は、 夫と かしずく 男が、 依然と し 

て 真の 万吉郎 であると いう 証明に もな つたが、 同時に 

また ヒルミ 夫人 は 自らの 神経 を 刺戟して、 その 男が 巧 

みに も 真の 万吉郎 そっくりに 化け 終せ ている ので はな 

いかと、 もう 一 歩 鋭い 観察に 全身の 精魂 を 使い はたさ 

なければ 気がすまなかった。 げに 無間地獄と は、 この 

ような 夫人の 心境の こと を さして 云う ので あるか もし 

t な レ 

煩悶 は 日毎 夜毎に つづいて いった。 疑惑 はまた 疑惑 



を 生み 混乱の 波紋 は 日 を 追うて 大きく 拡が つてい つた。 

そしてと うとう 最後に は、 もう 紙一重で ヒルミ 夫人 

の 脳が 狂う か 否かと いうと ころまで 押し つめられた。 

夫人 は、 灯 もない 夕暮の 自室に、 木乃伊の ように 痩 

せ 細った 鉢 を 石油 箱の 上に 腰う ちかけ て、 いつまで 

も ジッと 考え こんでいた。 もうこ こで 敗北して 発狂す 

るか、 それとも 思いがけない アイデア を 得て 辛くも 常 

人 地帯に 踏みと どまる か。 

「あ、 II 」 

夫人 は 暗闇の なかに、 一 声う めいた。 

ひらめ 

天来の アイデアが、 キラ リと 夫人の 脳裏に 閃いた 



いものであった けれど —— 

「><年><月><日。 雨。」 

気圧 七 五 〇 ミリ。 室温 一九 度 七。 湿度 八 五。 

遂に 妾 は、 決意の ほど を 実行に うつした。 

この 世に 只 ひとり 熱 愛する夫 を、 特別 研究室に 連れ 

こんで 電気 メスで もって、 すっかり 解体して しまった。 

夫 は 最後まで、 今 自分が 解体され るな どと は 思つ てい 

なかった よう だ。 

妾の 激しく 知りたい と 思って いた こと は、 夫と して 

まこと 

傍に 起き伏し ている 一個の 男性が、 果たして 真の 万 

吉郎 その 人で あるか どうか を 確め たかった ので ある。 



(夫の 外に も 同じ 顔の 同じ年 頃の 男で、 左 肺門に 病 竈 

が あり、 胃が 五 センチ も 下垂して いる 人が あつたと し 

たら、 どうであろう？ いや そんな 人間が あろう 害が 

ない。 偶然なら ば 有り得な いこと もない が、 偶然と は 

結局 有り得ない ことなの である。 妾 はそんな 偶然なん 

て 化物に 脅かされる ほど 非 科学者で はない！) 

妾 は 思わず、 子供の ように 万歳 を 叫んだ。 愛する夫 

は、 今や 完全に 妾の ものである。 今 曰と いう 今 曰まで 

の、 あの 地獄 絵巻に あるよう な 苦悩 は、 嵐の 去った あ 

との 日本晴れ のように、 跡 かたなく 吹き とんで しまつ 

たの だ。 なぜ もっと 早く、 その ビッグ. アイデアに 気 



おおわが 愛する夫よ。 では 安らかに、 これから 二十 

年 を 冷蔵 鞠の なかに 唾れ！ 

「これで 私の 話 はおし まいなん です。 どうです、 お 気 

に 召しました か、 さっき 靄の なかの 街頭に 御覧に なつ 

た 『ヒルミ 夫人の 冷蔵 鞠』 の 解説 は I -」 

そういって 若い 男 は、 広い額に たれさがる 長髪 を か 

き あげ、 冷えた コ ー ヒ— をう まそう にゴ クリゴ クリと 

飲み干した。 

僕 は それに は 応えないで、 黙って 黄い ろい 壁 をみ つ 

めて いた。 
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